
1． 基 本 情 報
留学先大学 西ボヘミア大学（チェコ）

協定留学プログラム １セメスター

留学期間 2023年2月～2023年6月
名前 S・Kさん
学部・学科・専攻 芸術学部　デザイン・工芸学科　プロダクトデザイン専攻

留学した時の学年 ３年次

2. 渡 航　前 手 続 き に つ い て (留 学 ビ ザ)
ビザの種類 Students Visa

申請先 チェコ大使館

ビザ取得所要日数
（申請してから何日/週要したか） 約2ヶ月

ビザ取得費用 日本円　16730円

必要書類
パスポート、チェコ語の残高証明書、海外旅行傷害保険証、チェコ語の入学許
可証、無犯罪証明症（アポスティーユ付き）、入寮証明書、クレジットカード、長期
ビザ申請用紙

具体的な申し込み手順を、以下へ明記お願いします。

①警視庁へ行き無犯罪証明書をもらい外務省へアポスティーユをもらう。
②パスポートと残高証明、クレジットカード、長期ビザ申請用紙を用意。
③西ボヘミア大学から入学許可証が来たら書類を揃えチェコ大使館へ（日本語OK)
④書類を提出したらビザの申請が降りるのを待つ。
⑤保険証を用意する
⑥ビザが下りた後に保険証を提出。

ビザ取得の際に、留学先国大使館で面接があった方は、どのような質問を受けましたか。

なし

ビザ取得に関して困った点・注意点について、以下へ明記お願いします。

・ビザの交付が遅く出国ギリギリだったこと。無犯罪証明書を取るため警視庁から外務省へいきアポスティーユを
取る工程に二週間ほど時間がかかる。
・チェコ大使館規定の保険がある為女子美の保険とダブルで取らなければならない（約8万ほどかかる）。
・チェコ語の証明書が必要なため翻訳家に依頼する必要がある。

2. 渡 航 に つ い て
利用航空会社 エミレーツ航空

航空券手配方法 HIS
大学の最寄り空港名 プラハ空港

現地到着時刻 午後２時

キャンパスへの移動手段 電車、トラム、バス

移動所要時間 約２時間

空港からキャンパスへの移動の際の注意点などありましたら、以下へ明記お願いします。

・エレベーターやエスカレーターがない場所があるため一人で荷物を持つのは厳しい。
・置き引きやスリに注意。
・駅のアナウンスが全てチェコ語なので乗り過ごし注意。

渡航前に済ませておくべき準備などありましたら、以下へ明記お願いします。
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・交通系のアプリをダウンロードすること。
・簡単なチェコ語の勉強。
・日本でチェコ通貨に換金しておくと楽。
・SIMの契約
・クレジットカードやデビットカードを複数枚作る

3. 住 居 に つ い て
住居タイプ 大学寮

到着後すぐに居住入居できま
したか？

はい

部屋のタイプ 2人部屋
住居を探した方法 大学からの案内

住居申し込み方法 大学からの案内に従って大学Webページより申し込み
１カ月の宿舎費 (現地通貨） 約3400 kc
注意点やアドバイスがあれば、以下へ明記お願いします。

寮のランドリーや居住費はISKAMというサイトから払います。支払いが遅れると罰金を取られる。
寮によってはwi-fiが無いところがある。
大学から配られるJISカードが無ければ入る事ができない。

4. 留 学 先 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に つ い て
オリエンテーション有無 ありましたが間に合いませんでした

日程 2023年2月9日
参加必須ですか？ はい

5. 授 業 に つ い て
履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 到着前にオンライン、到着後に追加

履修 科目・単位数は？ 4科目43単位
ボリューム的にどうでしたか？ 多かった

6. 履 修 科 目 詳 細
履修学科名 Design
①履修科目コース名 Product Design
授業時間 120分 
授業回数（週） 週1回
単位数 25
授業内容・課題・試験
について

授業内容：テーマに沿ってリサーチした物を発表する。課題によってはモデルも制作す
る。３Dの知識が必要。

言語：英語とチェコ語
現地の学生にはチェコ語で説明するが交換留学生には英語で説明してくれる。
講評はほぼチェコ語で行われる。

課題:summerセメスターはcrazy vehicle、TGS、Rescue floet3個の課題がありました。

Crazy vehicle：チェスケーブリュエツの街にクレイジーな乗り物を合成する課題。
TGS：産学で３Dプリンターの企業に見学に行った
Rescue float：レスキューフロートのデザインを考え実際に原型を作ったあと湖で性能を
試した。

感想：自力で作る課題が多かった、先生は親身になって聞いてくれる。３Dの知識がない
と厳しい。プロダクトデザインというよりはインダストリアルデザインというイメージだった。
モーター系のデザイン学科。
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成果物の写真
２点以上を張り付け
てください。

②履修科目コース名 Art history
授業時間 180分
授業回数（週） 1回
単位数 ４

授業内容・課題・試験
について

授業内容：先生の好みが反映された歴史の授業だった。チェコだけでなくアジアやヨー
ロッパのアートの歴史を学んだ。

言語：英語

中間課題：自分の理想の家のプレゼンテーションがあった。
最終課題：1800ワードのセルフポートレートについてのエッセイ
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成果物の写真
２点以上を張り付け
てください。

③履修科目コース名 Jewelry
授業時間 300分
授業回数（週） 1回
単位数 ３

授業内容・課題・試験
について

言語：英語（普段はチェコ語で授業をしているが留学生だけのクラスを作ってくれた。）

課題：毎回違う素材でワークショップをやる。最後に自分の好きな作品を作る

感想：先生がとても優しくて楽しかった。マテリアルが真鍮や銅なので体力と忍耐力が必
要な授業だった。
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成果物の写真
２点以上を張り付け
てください。

④履修科目コース名 Ceramic
授業時間 360分
授業回数（週） 1回
単位数 11
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授業内容・課題・試験
について

授業内容：磁器を作る。プロダクトよりの授業で、型を作り大量生産するデザインを作る。

課題：ワークショップで作る作品を考える。オリジナル作品を作る。

言語：英語（普段はチェコ語で授業をしているが留学生だけのクラスを作ってくれた。）

感想：先生は陽気で面白い人。生徒たちはフレンドリーでとても楽しいクラスだった。セラ
ミックの工房にいる時が一番長かった。セラミックは完成までに時間がかかるので、最後
のオリジナル作品を作るのに１セメスターでは足りなかった。

成果物の写真
２点以上を張り付け
てください。

7. 現 地 情 報
（１）パソコン、携帯電話、インターネット（接続について）現地での利用はいかがでしたか？
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・最初に15GBのSIMカードが大学側から配布される。
・キャンパス内では大学のWi-Fiを問題なく使用できる。
・キャンパス外ではスーパー、駅などの公共機関にWI-FIが備わっている。
・寮と大学のWi-Fiは1時間で切れるので毎度繋ぎ直す。
・寮によってはWi-Fiが無いところがある。

（２）現地で携帯電話、スマートフォンの利用手続きはどのようにしましたか？

最初の2週間はahamoを使い、以降は大学から配られたSIMカードと現地で毎月SIMカードを購入していた。

（3）現地での支払い方法はどうしていましたか？
主にクレジットカード払い、マーケットは主に現金を使用。

（4）現地で現金での支払いが必要な時はありましたか？

割り勘時、マーケット、トイレに使用した。

（5）現地での資金調達はどのように行いましたか？

日本から現金を持って行ったので必要なかった。
ユーロに変える時にチェココルナで換金していた。

（6）日本から現地通貨の現金を持って行かれましたか？　はいの場合、いくら位持っていかれましたか？

はい、20,300 Kc

（7）現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えてください。

日本のラップ、箸、炊飯器、薬、乾麺のうどんと蕎麦、浄水機、日本のティッシュ、ジップロック、百均の商品、耳かき、
首から下げられるスマホストラップ、ふりかけ、日傘、日本酒

8. 留 学 体 験 記
（１）留学しようと決めた理由は？

小学2年生の頃に中国に留学したことがきっかけで、中学生の頃からずっと留学に興味があった。
日本の中にいてはわからない発見と、異文化に興味があったため。
人とコミュニケーションを取るのが好きでいろんな国の人と交流をとりたかったため。
自分が培ってきたデザインの実力を試したかったため。
自力で問題解決する力を付けたかったため。
海外に憧れがあったため。

（２）留学のためにした準備、しておけば良かったと思う準備はありましたか？

留学のためにした事：英語の勉強、料理の作り方、チェココルナの調達、チェコ語の本の購入、外国人と話す練習

留学のためにしておけば良かったこと：英語の勉強、世界の政情と歴史の勉強、自国の文化について深く知る事、力
と体力をつける事

（３）この協定大学を選んだ理由は？

自分の分野に合った学科を探していたところ国際センターの人に勧められて決めた。
プロダクトの分野が広くいろんな事が学べると考えた。
ヨーロッパの中でチェコは物価も安く、内陸に位置しているので他の国へ行き易いと考えたため。
生徒の作品が魅力的だったため。
チェコ出身であるミュシャの作品が好きだったため。

（４）大学・学生の雰囲気はどんな感じでしたか？
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学生と教師の距離が近く自由な印象でした。
建物が吹き抜けになっていて学科ごとに仕切りがなく、別の学科同士でも交友関係を築き易い。
作品展示などでお酒を配られる時、食べ物を準備しパーティーをするため、他専攻同士で和気藹々としていた。
交換留学生が多いため、留学生同士助け合える環境。
一般の学生は英語を話せない人が一定数いるが、皆優しく良い人間関係を築けた。
交換留学生同士が仲良くなれる機会がたくさんあり、ディナーや小旅行が楽しめる。
11:00まで大学が開いているため、遅くまで大学に残っている学生も多い。
深夜にパーティーが行われた時、大学が模様替えされクラブのようになった時はとても驚いた。

（５）交友関係についてお聞かせください。

・同じプロダクト専攻の交換留学生だったイスラエルの人たちと仲良くなり、授業面でとても助けてもらった。イスラエ
ルの政治や現状、環境についての生の声が聞けてとても勉強になったいい機会だった。
・同じ寮にいた中国人や台湾人に生活面で助けてもらった。
・交換留学生のための小旅行で知り合ったドイツ人や台湾人とピクニックや旅行に行った、中国語と英語を駆使して
会話ができた良い機会だった。
・日本が大好きなチェコ人と仲良くなり、チェコガイドをしてもらい、実家にお邪魔させてもらった。チェコ語を教えても
らったり、日本語を教えてあげた。
・アートヒストリーで同じクラスになったギリシャ人と仲良くなり。ギリシャに行く機会があった時彼のボーイフレンドに会
いガイドをしてもらった。
・セラミック専攻の子たちはとてもフレンドリーで一緒にパーティーをしたりお酒を飲んだりした。

（６）困ったこと、大変だったことがあればお聞かせください。

・病院で英語が通じなかった。
・プロダクトの授業のスピードが早く理解が追いつかなかった。
・風邪を頻繁に引いたので薬がなくなった。
・マスクをしていてコロナだと差別を受けた。
・チェコ語しか話せない人が多々いるため意思の疎通が難しい時がある。
・ヨーロッパはドアが重く押しても開けられない場所があった。
・交通機関のチケットの仕組みがわからなかった。
・大半の犬はリードをつけていないため犬アレルギーの人や犬が苦手な人は注意すること。
・食堂のご飯やレストランが美味しくなかった。
・歩きタバコをする人が多く匂いがきつかった。

（７）現地での学習内容・勉強についてお聞かせください。

英語：4科目取っていて毎日違う授業があった。全て英語またはチェコ語が必要で理解が難しかった為、語学を自習し
た。周りと英語で話していくうちに聞き取れるようになった。
デザイン：３DCADの使い方、AIの使い方、モールドから磁器を作る技術、

（８）現地での学習内容・勉強についてお聞かせください。

上記と同じ

（９）海外生活の中で気がついたことなどあればお聞かせください。

・皆日本人のことが大好きで、チェコは日本人がとても少なかったのでとても優遇されていたような気がする。
・レストランで水は出てこない。
・酒がカフェや大学など至る所に置いてある。
・コースターは捨てずに使い回す。
・ゴミ箱が多い。
・傘を刺す人が少ない。
・スーパーのカゴにローラーがついていて楽に運べる。
・スーパーの野菜や果物は量り売り。

（10）海外生活の中で印象深いこと（風景、人、モノなど）を写真で紹介してください。4点以上
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女子美でチューターをしていた時に知り合ったローザとド
イツで再会した時

美味しくない学食を講評終わりみんなで食べた時
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日本食を作った時

展示パーティーが行われていた時
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大学の20周年記念パーティーの時

私があげた信玄餅を描いてくれた時
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